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◆保育の内容について 
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◆保育所の組織・役割分担 
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◆家庭・地域社会・情報 
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◆事務管理・運用方法 

 

 

◆ 法人としての総括 

 
今年は法人として「人間力育成」と「不適切保育」の研修に特に力を入れた１年でした。結

果として保育士＝専門職としての意識向上、職場としてチーム力を常に考え行動し、一人

ひとりの子どもの最善の利益を考えて保育運営ができた１年だったと確信しています。 

令和６年度の保育運営の指針に掲げているのは、チーム保育園として縦割り保育の充実

化をねらいに定め担任制を廃止し、保育士みんなで子どもの成長を育むことです。 

５年の中期計画と設定し、５年後に円滑に縦割り保育の実現が叶うよう、１年目の次年度は、

“インクルーシブ保育”挑戦の１年になりますので、チーム保育園の組織力で精進してまいり

ます。 
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第１ 保育所の運営管理 
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第２ 保育の内容 
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第３ 保育の計画及び評価  
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第４－１ 健康及び安全（子どもの健康支援） 
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第４－２ 健康及び安全（環境及び衛生管理） 
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第４－３ 健康及び安全（事故防止及び安全管理） 
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第４－４ 健康及び安全（食育の推進） 
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第５ 保護者に対する支援 
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第６ 職員の資質向上（職員の研修等） 
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◆ 法人としての総括・指針 
 
1. 職員の職務内容の問いに対して 35％が十分ではないとの回答でした。 

法人として管理職員の事務作業の負担が多く、業務効率の改善を課題に挙げ、現場の
保育士だけに限らず、管理職員の役割分担を明白にすべく、保育に関わる事務と運営
に関わる経理事務を区分する指針を令和６年度からスタートします。 
保育士資格保有者 （正社員）が保育に関わる事務作業を担い、主任やリーダーなどが
現場の実践保育管理をより行えるように努め、全職員の職務バランスが良くなるよう
な組織運営を図ります。 

 
2. 重要事項説明を保護者に行っていないとの回答を 1 名していますが、入園 ・進級の説

明会、懇談会を実施しており、時間をかけ細かく丁寧に説明をしてご理解いただいて
います。職員には引き続き法人として重要事項説明書の重要性を繰り返し発信して参
ります。 

 
3. 実習生等の受け入れについて、22.2％が行っていない回答でした。昨年度は実習生２

名を受け入れましたが今年度は養成校や直接実習生からの連絡がなく、受け入れ０名
でした。毎年積極的な受け入れ態勢や養成校への連絡も行っていますが、住まいの近
くの保育園 ・幼稚園を探す実習生が多いとのことで、法人として、行政機関や地域の
養成校と連携して、実習生を受け入れることができる環境整備を図りたいと感じてい
ます。 

 
4. 子どもにとって居心地のよい環境整備が十分ではないとの回答が 29％でした。法人

として掲げる“インクルーシブ保育”の実現を優先的に考えている中、子ども一人ひと
りに心地よい環境を整備できるかが、毎年の課題です。常に多様性を受け入れ子ども
一人ひとりが居心地の良い環境になるよう、保育士の質の向上を上げていきます。 

 
5. 子どもの食生活の見直しや改善が十分に出来ていないとの回答が 22.5%でした。子ど

もにとって食と睡眠は何より大切な成長の源です。保育士と保護者が良きパートナー
として保育の支援はもちろんのこと、食や睡眠の支援も行っていくことが大切だと改
めて感じました。 

 
令和６年度も施設としての課題や改善を意識して子どもの最善の利益のために、子ど
も・保護者・そして働く職員全員が“チーム保育園”として日々、連携を図っていきた
いと考えています。 


